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5市民■Tズ

問16図書館に期待すること
摯「 2017年度町田市立議事彗に目する市民議蛛鶴億」より

図書の発案

特に期待すること1まない 日■■■■ 20,1

.イベン蹂 演会,購塵、映蓮会など)1■■■■ 17.7

視聴覚資料(CD、 ●VOtど )の充実 -14,8
レフアレンスサ,ビス(蒻べものの相談など)‐ 10.3

読み轟かせなど子どもや親子を対象とした催し 1■■ ,.9

地域資料の適切な取集'保管 菫 9.6

その他 ヨ■ 7.1

無口答 彗 2.'  単位96

●      20     40

間17図書館の見直しで最も重要と考えること
:

璽

■r2017年度職田市壼滅申彗l●覇する市民溝畿燿費Jより

■これまで以上のサ‐ビス

●現在の図書館欺でよt}

轟サニビス猿室嗚 、身近1こ図書館がある

警遠くても、■―ビスみ質が高tヽ噛書館

■身近な場所で予約したな備受け取り

●現在の国書館難 減らすのも止むを得ない

●その他

彗無園答

6課題

(

1)鐵書館の適正露量の検討
◆利用目域〈半径1.5 km)の重複
0鶴 III国書館・ 鶴川駅前日書館
0中央図書館・さるびあ図書館・金森画書館
0本曽山崎園書館・きるびあ図書館・忠生園書館

2)施設の老朽fヒ等への対応        ‐
◆
苦壁警『露機宝?李舞警ξ『奪載霊(1館)中央圏書館(20年 )
◆町田市所有以外の施餞更新も視野|こ入れた検討が必要
0鶴川図書館(UR)・ 金森図書館(東京都)     .

3)貸出数減少
^の

対応
◆菌書館ごとの状況
0町田市立図書館全体の貸出数は減少篠向
0鶴

'日

駅前‐患生・金森など新しく比較的規模の大きな図書

館は大きな減少は見られない

0建築経過年数が長しヽ小規模図書館の減少傾向が顕審
◆競書普及への数り組み
0子どもやその親を含めたこの世代への機きかけ
0高齢者へのサービスの充実              ヽ

4)運営経費の適正化
◆町露市立図書館運営経費(2016年 度撚爾1行取評価シート)

◆貫怒爾 募警L月『 Ъ人未満か
つ自治体宙積100k崚下の

9都市比較(再掲)
騰 量彗  盤 壼 書尋 ● ル 亀 Br爾ホ ぶ轟 主 象 Lヽ 1

59,5


